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全国の農業高校の行動計画

１
　
「生徒一人ひとりを
一層輝かせ成長させ
る教育」を行いま
す。

（１）全ての科目において、プロジェクト
学習を取り入れ、課題解決学習を主軸とす
る学習を実践する。

Ａ

（１）授業担当者は、課題解
決学習を授業の中で実践す
る。

学校において令和７年度に重点化する取組及び具体的方策

２

「世界と日本をつな
ぐグローカル教育」
を行います。

Ⅰ
　
グローカル教育で人
材を育てる学校

（１）剣淵町の姉妹都市であるペルー共和
国タルマ市の特産物キヌアの活用を通し
て、グローカル教育を実践する。

Ａ

（１）剣淵産キヌアの様々な
活用方法について学習する。
国際教育につながる学習活動
を展開させる。

Ⅱ
　
地域社会・産業に寄
与する学校

（１）町の特産物であるジャガイモやマメ
類等を生産することで、地域の理解と栽培
過程を学習する。
（２）ショウガ栽培を実践し、地域の特産
物となるよう、活用方法について学習を深
め、かつ地域への普及活動を行っていく。

Ａ

Ａ

（１）特産物栽培において、
播種から収穫までの作業体系
を体験し、知識・技術の習得
に努める。
（２）ショウガを学校圃場で
栽培し、地域農家とも連携し
生理生態を学習する。

（１）２年次における町内農家委託実習、
３年次における産業現場実習を実施し、地
域産業構造や６次産業など、地場産業の理
解に努める。

Ａ

（１）２年次農家委託実習５
日間、３年次産業現場実習５
日間において、農業や地域関
連産業に従事することで職業
や地場産業の理解を深める。

３

「地域農業の生産を
支える教育」を行い
ます。

Ⅴ
　
地域防災を推進する
学校

８

「地域防災を推進す
る教育」を行いま
す。

（１）定期的に防火査察を実施し、日頃か
ら地域防災意識を高める。
（２）自然エネルギーの活用を意識した教
育を実践する。

Ａ

Ｂ

（１）毎月１回防火査察を実
施し、万が一に備えた防災教
育を推進する。
（２）極力コストをかけずに
夏季実習における環境改善を
図る。

北海道剣淵高等学校の行動計画（グローカル・アグリハイスクール宣言　PartⅡ）

７

「Society5.0の時代
に応じた教育」を行
います。

Ⅳ

地域交流の拠点とな
る学校

（１）ＩＣＴを用いたスマート農業につい
て、近代的農業経営における学習を実践し
理解を深める。

Ａ

（１）外部機関と連携し、先
端技術を学ぶため見学等を実
施し、理解を深める。

５

「地球環境を守り、
創造する教育」を行
います。

６

「地域資源を活用
し、地域振興の拠点
となる教育」を行い
ます。

（１）温室栽培における冬季のハウス施設
の暖房を節約（灯油の使用を抑制）。
（２）プロジェクト学習における循環型農
業の推進に努める。

Ｂ

Ｂ

（１）２重ハウスにすること
で、灯油使用料を極力制御す
る。
（２）廃棄される地域資源や
未活用の地域資源の有効活用
を目指す。

（１）絵本の里ならではの取り組みとし
て、絵本を教材とした地域資源を活用し、
情操教育に繋げた取り組みを実施する。
（２）道北の海洋副産物を活用した農業生
産を推進する。

Ｂ

Ｂ

（１）絵本の読み聞かせなど
を通して得られる教育力を見
つけ出し主体的にそれらを活
用する取り組みを実践する。
（２）海洋副産物を鶏の飼料
として給餌する。

Ⅲ
　
地球環境を守り創造
する学校

４

「地域の農業関連産
業や６次産業化に寄
与する教育」を行い
ます。


